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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】外輪部材と内輪部材の一方にのみ加工し、コス 
トの上昇を抑制した等速ジョイント、プロペラシャフト 
を提供する。
【解決手段】プロペラシャフト１の第１推進軸２と第２ 
推進軸３間に設けられ、両軸を接続する等速ジョイント 
４において、第１推進軸が接続する外輪部材４０であっ 
て、該部材内周に設けられ、回転軸線Ｐの方向に対して 
、所定角度を持って形成された外輪溝部４０aが凹に設 
けられた外輪部材４０と、該溝部に配置されたボール部 
材６０と、外輪部材内周側に設けられ、ボール部材を保 
持する窓部７０aが設けられた保持器７０と、保持器の 
内周側に設けられると共に、第２推進軸と接続する内輪 
部材５０であって、内輪部材の外周に外輪溝部と交差す 
るように凹んで設けられ、ボール部材が配置される内輪 
溝部と、内輪溝部５０aの底部の第２推進軸側において 
、内輪溝部の他の底部よりも小径に形成された窪み部と 
を有した内輪部材とを備える。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト の 第 １ 推 進 軸 と 第 ２ 推 進 軸 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 推 進 軸 と 前 記  
第 ２ 推 進 軸 と を 接 続 す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て 、
　 筒 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 推 進 軸 が 接 続 す る 外 輪 部 材 で あ っ て 、
　 前 記 外 輪 部 材 の 内 周 に 設 け ら れ 、 前 記 等 速 ジ ョ イ ン ト の 回 転 軸 線 の 方 向 に 対 し て 、 所 定  
の 角 度 を 持 っ て 形 成 さ れ た 外 輪 溝 部 が 凹 ん で 設 け ら れ た 前 記 外 輪 部 材 と 、
　 前 記 外 輪 溝 部 に 配 置 さ れ た ボ ー ル 部 材 と 、
　 前 記 外 輪 部 材 の 内 周 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ ー ル 部 材 を 保 持 す る 窓 部 が 設 け ら れ た 保 持 器  
と 、
　 前 記 保 持 器 の 内 周 側 に 設 け ら れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 推 進 軸 と 接 続 す る 内 輪 部 材 で あ っ て  
、
　 前 記 内 輪 部 材 の 外 周 に 前 記 外 輪 溝 部 と 交 差 す る よ う に 凹 ん で 設 け ら れ 、 前 記 ボ ー ル 部 材  
が 配 置 さ れ る 内 輪 溝 部 と 、
　 前 記 内 輪 溝 部 の 底 部 の 前 記 第 ２ 推 進 軸 側 に お い て 、 前 記 内 輪 溝 部 の 他 の 底 部 よ り も 小 径  
に 形 成 さ れ た 窪 み 部 と 、 を 有 し た 内 輪 部 材 と 、
　 を 備 え た 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て 、
　 前 記 窪 み 部 と 前 記 等 速 ジ ョ イ ン ト の 回 転 軸 線 と の 距 離 は 、 前 記 回 転 軸 線 の 方 向 に お い て  
、 前 記 第 ２ 推 進 軸 に 近 づ く ほ ど 、 小 さ く 形 成 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て 、
　 前 記 窪 み 部 は 、 円 弧 状 に 形 成 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て 、
　 前 記 窪 み 部 は 、 直 線 状 に 形 成 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て 、
　 前 記 窪 み 部 は 、 前 記 回 転 軸 線 の 方 向 に お い て 、 前 記 第 ２ 推 進 軸 側 に あ る 内 輪 溝 部 の 底 部  
と 前 記 第 １ 推 進 軸 側 に あ る 内 輪 溝 部 の 底 部 の 両 方 に 設 け ら れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て 、
　 前 記 内 輪 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 線 の 方 向 に お い て 、 前 記 窪 み 部 と 前 記 第 ２ 推 進 軸 と の 間 に  
、 前 記 窪 み 部 の 底 部 よ り も 小 径 に 形 成 さ れ た 小 径 部 と 、
　 前 記 小 径 部 に 凹 ん で 設 け ら れ た 治 具 係 合 凹 部 と 、
　 を 備 え た 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト の 第 １ 推 進 軸 と 第 ２ 推 進 軸 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 推 進 軸 と 前 記  
第 ２ 推 進 軸 と を 接 続 す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て 、
　 筒 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 推 進 軸 が 接 続 す る 外 輪 部 材 で あ っ て 、
　 前 記 外 輪 部 材 の 内 周 に 設 け ら れ 、 前 記 等 速 ジ ョ イ ン ト の 回 転 軸 線 の 方 向 に 対 し て 、 所 定  
の 角 度 を 持 っ て 形 成 さ れ た 外 輪 溝 部 が 凹 ん で 設 け ら れ た 前 記 外 輪 部 材 と 、
　 前 記 外 輪 溝 部 に 配 置 さ れ た ボ ー ル 部 材 と 、
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　 前 記 外 輪 部 材 の 内 周 側 に 設 け ら れ 、 前 記 ボ ー ル 部 材 を 保 持 す る 窓 部 が 設 け ら れ た 保 持 器  
と 、
　 前 記 保 持 器 の 内 周 側 に 設 け ら れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ 推 進 軸 と 接 続 す る 内 輪 部 材 で あ っ て  
、
　 前 記 内 輪 部 材 の 外 周 に 前 記 外 輪 溝 部 と 交 差 す る よ う に 凹 ん で 設 け ら れ 、 前 記 ボ ー ル 部 材  
が 配 置 さ れ る 内 輪 溝 部 と 、
　 を 有 す る 前 記 内 輪 部 材 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 外 輪 部 材 は 、 前 記 回 転 軸 線 の 方 向 に お い て 、 前 記 外 輪 溝 部 の 底 部 の 前 記 第 １ 推 進 軸  
側 ま た は 前 記 第 ２ 推 進 軸 側 に お い て 、 前 記 外 輪 溝 部 の 他 の 底 部 よ り も 大 径 に 形 成 さ れ た 窪  
み 部 と 、 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 等 速 ジ ョ イ ン ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト に お い て 、
　 前 記 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト の 第 １ 推 進 軸 と 、
　 前 記 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト の 第 １ 推 進 軸 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 第 ２ 推 進 軸 と 、
　 前 記 第 １ 推 進 軸 と 前 記 第 ２ 推 進 軸 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 推 進 軸 と 前 記 第 ２ 推 進 軸  
と を 接 続 す る 等 速 ジ ョ イ ン ト で あ っ て 、
　 前 記 等 速 ジ ョ イ ン ト は 、 筒 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 推 進 軸 と 接 続 す る 外 輪 部 材 と 、 前 記  
外 輪 部 材 の 内 周 側 に 設 け ら れ 、 ボ ー ル 部 材 を 保 持 す る 窓 部 が 設 け ら れ た 保 持 器 と 、 前 記 保  
持 器 の 内 周 側 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 推 進 軸 と 接 続 す る 内 輪 部 材 と 、 を 有 し 、
　 前 記 外 輪 部 材 は 、 前 記 外 輪 部 材 の 内 周 に 設 け ら れ 、 前 記 等 速 ジ ョ イ ン ト の 回 転 軸 線 の 方  
向 に 対 し て 、 所 定 の 角 度 を 持 っ て 形 成 さ れ た 外 輪 溝 部 が 凹 ん で 設 け ら れ 、
　 前 記 ボ ー ル 部 材 は 、 前 記 外 輪 溝 部 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 内 輪 部 材 は 、 前 記 内 輪 部 材 の 外 周 に 前 記 外 輪 溝 部 と 交 差 す る よ う に 凹 ん で 設 け ら れ  
、 前 記 ボ ー ル 部 材 が 配 置 さ れ る 内 輪 溝 部 と 、
　 前 記 内 輪 溝 部 の 底 部 の 前 記 第 ２ 推 進 軸 側 に お い て 、 前 記 内 輪 溝 部 の 他 の 底 部 よ り も 小 径  
に 形 成 さ れ た 窪 み 部 と 、 を 有 し た 前 記 等 速 ジ ョ イ ン ト と 、
　 備 え た 、
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 の 等 速 ジ ョ イ ン ト お よ び プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 内 側 に 外 輪 溝 部 が 形 成 さ れ た 外 輪 部 材 と 、 外 側 に 内 輪 溝 部 が 形 成 さ れ  
た 内 輪 部 材 と 、 外 輪 溝 部 お よ び 内 輪 溝 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 等 速 ジ ョ イ ン ト の 回 転 軸 線 の 方 向  
に 対 し て 所 定 の 角 度 を 有 し た 傾 斜 部 と 、 傾 斜 部 と 連 続 す る 、 回 転 軸 線 の 方 向 に 沿 っ て 延 び  
た 直 線 部 と 、 外 輪 部 材 と 内 輪 部 材 の 間 に 配 置 さ れ た 保 持 器 と 、 保 持 器 に 開 口 し た 窓 部 に 配  
置 さ れ 、 外 輪 溝 部 と 内 輪 溝 部 と の 間 に 設 け ら れ た ボ ー ル と を 有 す る ク ロ ス グ ル ー プ 型 等 速  
ジ ョ イ ン ト が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ７ １ ４ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の ク ロ ス グ ル ー プ 型 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い て は 、 等 速  
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ジ ョ イ ン ト の 摺 動 量 を 増 や す と 保 持 器 の 周 方 向 の 窓 部 幅 が 広 く な り 保 持 器 の 窓 部 が 隣 り 合  
う 壁 部 の 周 方 向 の 幅 が 細 く な り 、 強 度 が 低 下 す る こ と に な る 。 こ の た め 、 ボ ー ル が 外 輪 溝  
部 の 傾 斜 部 か ら 直 線 部 に 移 動 す る こ と で 、 保 持 器 の 窓 幅 が 増 大 す る こ と を 防 い で い る 。 し  
か し な が ら 、 こ の 方 法 で は 、 外 輪 部 材 と 内 輪 部 材 の ど ち ら に も 同 様 な 加 工 を 施 す 必 要 が あ  
り 、 加 工 コ ス ト が 上 昇 す る 懸 念 が あ っ た 。
　 本 発 明 の 目 的 の 一 つ は 、 外 輪 部 材 と 内 輪 部 材 の 一 方 に の み 、 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 加  
工 コ ス ト の 上 昇 を 抑 制 し た プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 の 等 速 ジ ョ イ ン ト お よ び プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト  
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト の 第 １ 推 進 軸 と 第 ２ 推 進 軸 と の 間 に 設 け  
ら れ 、 第 １ 推 進 軸 と 第 ２ 推 進 軸 と を 接 続 す る プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 の 等 速 ジ ョ イ ン ト に お い  
て 、 筒 状 に 形 成 さ れ 、 第 １ 推 進 軸 が 接 続 す る 外 輪 部 材 で あ っ て 、 外 輪 部 材 の 内 周 に 設 け ら  
れ 、 等 速 ジ ョ イ ン ト の 回 転 軸 線 の 方 向 に 対 し て 、 所 定 の 角 度 を 持 っ て 形 成 さ れ た 外 輪 溝 部  
が 凹 ん で 設 け ら れ た 外 輪 部 材 と 、 外 輪 溝 部 に 配 置 さ れ た ボ ー ル 部 材 と 、 外 輪 部 材 の 内 周 側  
に 設 け ら れ 、 ボ ー ル 部 材 を 保 持 す る 窓 部 が 設 け ら れ た 保 持 器 と 、 保 持 器 の 内 周 側 に 設 け ら  
れ る と 共 に 、 第 ２ 推 進 軸 と 接 続 す る 内 輪 部 材 で あ っ て 、 内 輪 部 材 の 外 周 に 外 輪 溝 部 と 交 差  
す る よ う に 凹 ん で 設 け ら れ 、 ボ ー ル 部 材 が 配 置 さ れ る 内 輪 溝 部 と 、 内 輪 溝 部 の 底 部 の 第 ２  
推 進 軸 側 に お い て 、 内 輪 溝 部 の 他 の 底 部 よ り も 小 径 に 形 成 さ れ た 窪 み 部 と を 有 し た 内 輪 部  
材 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 の 等 速 ジ ョ イ ン ト お よ び プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト に あ っ  
て は 、 加 工 コ ス ト の 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 内 輪 部 材 の 単 品 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 保 持 器 の 単 品 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 1 の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 衝 突 時 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト へ の ス タ ブ シ ャ フ ト の 組 付 け 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 実 施 形 態 ２ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 内 輪 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 形 態 ３ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 内 輪 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 形 態 ４ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 衝 突 時 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 〔 実 施 形 態 １ 〕
　 図 １ は 、 実 施 形 態 １ の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト の 構 成 ）
　 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト １ は 、 図 示 外 の デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア と 連 結 す る 第 １ 推 進 軸 ２ と 、  
図 示 外 の 駆 動 源 で あ る エ ン ジ ン と 連 結 す る 変 速 機 の 出 力 軸 に 接 続 す る ス タ ブ シ ャ フ ト （ 第  
２ 推 進 軸 ） ３ と 、 第 １ 推 進 軸 ２ と ス タ ブ シ ャ フ ト ３ を 接 続 す る 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ と 、 ス タ  
ブ シ ャ フ ト ３ と 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ 間 を シ ー ル す る ブ ー ツ ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 、 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 等 速 ジ ョ イ ン ト の 構 成 ）
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　 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ は 、 外 輪 部 材 ４ ０ と 、 内 輪 部 材 ５ ０ と 、 外 輪 部 材 ４ ０ と 内 輪 部 材 ５ ０  
の 間 に 配 置 さ れ た 保 持 器 ７ ０ と 、 保 持 器 ７ ０ の 開 口 し た 窓 部 ７ ０ ａ に 保 持 さ れ 、 外 輪 部 材  
４ ０ と 内 輪 部 材 ５ ０ を 連 結 す る ボ ー ル ６ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 外 輪 の 構 成 ）
　 筒 状 に 形 成 さ れ た 外 輪 部 材 ４ ０ は 、 第 1 推 進 軸 ２ 側 の 第 １ 外 輪 端 部 ４ ０ ｂ と 第 ２ 推 進 軸  
３ 側 の 第 ２ 外 輪 端 部 ４ ０ ｃ を 有 し て い る 。
　 第 1 外 輪 端 部 ４ ０ ｂ は 、 溶 接 部 Ｗ に よ り 、 チ ュ － ブ 状 の 第 1 推 進 軸 ２ と 接 続 し て い る 。
　 ま た 、 外 輪 部 材 ４ ０ の 内 周 に は 、 第 1 推 進 軸 ２ 側 の 第 １ 外 輪 溝 端 部 ４ ０ ａ １ と ス タ ブ シ  
ャ フ ト ３ 側 の 第 ２ 外 輪 端 部 ４ ０ ａ ２ を 有 し 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ に 対 し て 傾 斜  
し て 凹 ん で 設 け ら れ 、 ボ ー ル （ ボ ー ル 部 材 ） ６ ０ が 配 置 さ れ る 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ を 形 成 し て  
い る 。
　 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ は 、 第 １ 外 輪 溝 端 部 ４ ０ ａ １ と 第 ２ 外 輪 端 部 ４ ０ ａ ２ と の 間 に 、 ボ ー ル  
６ ０ と 当 接 す る 外 輪 溝 中 立 位 置 Ａ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 保 持 器 の 構 成 ）
　 保 持 器 ７ ０ は 、 外 輪 部 材 ４ ０ の 内 周 側 に 設 け ら れ 、 ボ ー ル ６ ０ を 保 持 す る 開 口 し た 窓 部  
７ ０ ａ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 内 輪 の 構 成 ）
　 内 輪 部 材 ５ ０ は 、 保 持 器 ７ ０ の 内 周 側 に 設 け ら れ 、 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ と 接 続 し て い る 。
　 内 輪 部 材 ５ ０ の 外 周 に は 、 第 1 推 進 軸 ２ 側 の 第 １ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ １ と ス タ ブ シ ャ フ ト  
３ 側 の 第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ ２ を 有 し 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ に 対 し て 傾 斜 す る  
と と も に 、 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ と 交 差 す る よ う に 凹 ん で 設 け ら れ 、 底 部 ５ ０ ｅ と 壁 部 ５ ０ ｈ を  
有 し 、 ボ ー ル ６ ０ が 配 置 さ れ る 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ と 、 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ 側 の 端 部 に は 、 後 述  
す る 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 窪 み 部 ５ ０ ｇ の 底 部 ５ ０ ｅ よ り も 小 径 な 小 径 部 ５ ０ ｃ と 、 小 径 部 ５  
０ ｃ に は 、 小 径 部 ５ ０ ｃ よ り も 小 径 な 治 具 係 合 凹 部 ５ ０ ｄ を 形 成 し て い る 。
　 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ は 、 第 １ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ １ と 第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ ２ と の 間 に 、 ボ ー  
ル ６ ０ と 当 接 す る 内 輪 溝 中 立 位 置 Ｂ を 有 し て い る 。
　 な お 、 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ ２ の 底 部 ５ ０ ｅ に は 、 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の  
他 の 底 部 ５ ０ ｅ よ り も 小 径 に 形 成 さ れ た 円 弧 状 の 窪 み 部 ５ ０ ｇ を 形 成 し て い る 。
　 す な わ ち 、 窪 み 部 ５ ０ ｇ は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ と の 距 離 を 、 等 速 ジ ョ イ ン  
ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ の 方 向 に お い て 、 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ に 近 づ く ほ ど 小 さ く 形 成 し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 ボ ー ル ６ ０ が 窪 み 部 ５ ０ ｇ に 移 動 す る と き で も 、 ス ム ー ズ に 摺 動 す る こ と  
が で き る 。
　 内 輪 部 材 ５ ０ の 内 周 に は 貫 通 穴 ５ ０ ｂ が 形 成 さ れ 、 貫 通 穴 ５ ０ ｂ の 内 周 面 に は 、 雌 ス プ  
ラ イ ン 部 ５ ０ ｆ と 、 ス ナ ッ プ リ ン グ 係 合 溝 部 ５ ０ ｉ を 形 成 し て い る 。
　 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ は 、 端 部 外 周 面 に 雄 ス プ ラ イ ン 部 ３ ａ と ス ナ ッ プ リ ン グ Ｓ を 保 持 す る  
ス ナ ッ プ リ ン グ 収 容 溝 ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ の 雄 ス プ ラ イ ン 部 ３ ａ と ス ナ ッ プ リ ン グ Ｓ を 保 持 し た ス ナ ッ プ リ ン グ  
収 容 溝 ３ ｂ を 、 内 輪 部 材 ５ ０ の 貫 通 穴 ５ ０ ｂ に 挿 入 し 、 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ の 雄 ス プ ラ イ ン  
部 ３ ａ を 内 輪 部 材 ５ ０ の 雌 ス プ ラ イ ン 部 ５ ０ ｆ と 噛 合 わ せ る と と も に 、 ス ナ ッ プ リ ン グ Ｓ  
の 外 周 を 内 輪 部 材 ５ ０ の ス ナ ッ プ リ ン グ 係 合 溝 部 ５ ０ ｉ に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 ス タ ブ  
シ ャ フ ト ３ と 内 輪 部 材 ５ ０ を 接 続 固 定 す る 。
　 ま た 、 ボ ー ル ６ ０ が 位 置 す る 外 輪 部 材 ４ ０ の 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ の 外 輪 溝 中 立 位 置 Ａ と 内 輪  
部 材 ５ ０ の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 内 輪 溝 中 立 位 置 Ｂ は 、 ブ ー ツ ５ に 作 用 す る 応 力 が 最 小 と な る  
位 置 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 ブ ー ツ ５ の 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が で き 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 耐 久 性 を 向  
上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 図 ３ は 、 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 内 輪 部 材 の 単 品 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 中 央 の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ に 対 し て 、 中 心 線 Ｑ が 時 計 方  
向 に 角 度 θ 傾 斜 し て 凹 ん で 設 け ら れ て い る 。
　 中 央 の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ に 隣 接 す る 両 側 の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸  
線 Ｐ に 対 し て 、 中 心 線 Ｑ が 反 時 計 方 向 に 角 度 θ 傾 斜 し て 凹 ん で 設 け て い る 。
　 す な わ ち 、 隣 接 す る 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ は 逆 方 向 に 傾 斜 す る よ う に 設 け て い る 。
　 ま た 、 破 線 で 示 す 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ お よ び 中 央 の 内 輪  
溝 部 ５ ０ ａ と 交 差 す る よ う に 、 傾 斜 し て 凹 ん で 設 け て い る 。
　 さ ら に 、 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ に 隣 接 す る 両 側 の 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ は 、 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ と 同 様 に  
、 逆 方 向 に 傾 斜 す る よ う に 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ は 、 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 保 持 器 の 単 品 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 保 持 器 ７ ０ は 、 周 方 向 の 幅 ａ の ボ ー ル ６ ０ を 保 持 す る ８ 個 の 窓 部 ７ ０ ａ と 周 方 向 の 幅 ｂ  
の 各 窓 部 ７ ０ ａ を 仕 切 る ８ 個 の 壁 部 ７ ０ ｂ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ は 、 実 施 形 態 1 の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 衝 突 時 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
　 す な わ ち 、 車 両 衝 突 時 、 エ ン ジ ン の 移 動 に よ り 、 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ お よ び 内 輪 部 材 ５ ０  
が Ｆ 方 向 に 移 動 し 、 ボ ー ル ６ ０ が 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ ２ の 円 弧 状 の 窪  
み 部 ５ ０ ｇ に 位 置 し 、 破 線 で 示 す ボ ー ル ６ ０ が 内 輪 溝 中 立 位 置 Ｂ に 位 置 し て い た と き よ り  
も 実 線 で 示 す よ う に 図 示 下 方 向 に 移 動 し て 位 置 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 ボ ー ル ６ ０ が 窪 み 部 ５ ０ ｇ に 落 ち る こ と に よ り 、 保 持 器 ７ ０ の 窓 部 ７ ０ ａ  
の 側 壁 と 接 触 す る ボ ー ル ６ ０ の 直 径 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 保 持 器 ７ ０ の 窓 部 ７ ０ ａ の 側 壁 と 接 触 す る ボ ー ル ６ ０ の 直 径 を 小 さ く す る こ  
と に よ っ て 、 窓 部 ７ ０ ａ の 周 方 向 の 幅 ａ を 広 げ る こ と な く 、 壁 部 ７ ０ ｂ の 周 方 向 の 幅 ｂ を  
狭 く す る こ と も な く 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 強 度 を 確 保 し た ま ま 、 摺 動 量 を 増 加 さ せ る こ と  
が で き る と と も に 、 内 輪 部 材 ５ ０ 側 の み の 加 工 で 済 む の で 、 加 工 コ ス ト の 上 昇 を 抑 制 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ６ は 、 実 施 形 態 １ の 等 速 ジ ョ イ ン ト へ の ス タ ブ シ ャ フ ト の 組 付 け 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 外 輪 部 材 ４ ０ 、 内 輪 部 材 ５ ０ ， ボ ー ル ６ ０ を 窓 部 ７ ０ ａ に 保 持 し た 保 持 器 ７ ０ を 組 付 け  
た 状 態 の 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ に 、 次 工 程 の ス タ ブ シ ャ フ ト ３ を 組 付 け 固 定 す る 前 に 、 治 具 １  
０ ０ の 係 合 部 １ ０ ０ ａ を 内 輪 部 材 ５ ０ の 治 具 係 合 凹 部 ５ ０ ｄ に 係 合 さ せ 、 治 具 １ ０ ０ の 当  
接 部 １ ０ ０ ｂ を 外 輪 部 材 ４ ０ に 当 接 さ せ る よ う に し 、 内 輪 部 材 ５ ０ と 外 輪 部 材 ４ ０ の 相 対  
移 動 を 抑 制 す る よ う に し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 外 輪 部 材 ４ ０ 、 内 輪 部 材 ５ ０ ， ボ ー ル ６ ０ を 窓 部 ７ ０ ａ に 保 持 し た 保 持 器  
７ ０ を 組 付 け た 状 態 の 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ に 、 次 工 程 の 内 輪 部 材 ５ ０ の 貫 通 穴 ５ ０ ｂ に ス タ  
ブ シ ャ フ ト ３ を 挿 入 す る こ と が で き る の で 、 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト １ の 組 立 作 業 性 が 向 上 す る  
と と も に 、 信 頼 性 も 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 作 用 効 果 を 説 明 す る 。
　 実 施 形 態 １ の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 用 の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 作 用 効 果 を 以 下 に 列 挙 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ １ ） 筒 状 に 形 成 さ れ 、 第 １ 推 進 軸 ２ が 接 続 す る 外 輪 部 材 ４ ０ で あ っ て 、 外 輪 部 材 ４ ０ の  
内 周 に 設 け ら れ 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ の 方 向 に 対 し て 、 所 定 の 角 度 を 持 っ て 形  
成 さ れ た 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ が 凹 ん で 設 け ら れ た 外 輪 部 材 ４ ０ と 、 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ に 配 置 さ れ  



10

20

30

40

50

JP 2023-40443 A 2023.3.23(7)

た ボ ー ル 部 材 ６ ０ と 、 外 輪 部 材 ４ ０ の 内 周 側 に 設 け ら れ 、 ボ ー ル 部 材 ６ ０ を 保 持 す る 窓 部  
７ ０ ａ が 設 け ら れ た 保 持 器 ７ ０ と 、 保 持 器 ７ ０ の 内 周 側 に 設 け ら れ る と 共 に 、 第 ２ 推 進 軸  
３ と 接 続 す る 内 輪 部 材 ５ ０ で あ っ て 、 内 輪 部 材 ５ ０ の 外 周 に 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ と 交 差 す る よ  
う に 凹 ん で 設 け ら れ 、 ボ ー ル 部 材 ６ ０ が 配 置 さ れ る 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ と 、 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の  
第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ ２ の 底 部 ５ ０ ｅ に 、 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 他 の 底 部 ５ ０ ｅ よ り も 小 径 に  
形 成 さ れ た 窪 み 部 ５ ０ ｇ を 有 し た 内 輪 部 材 ５ ０ を 備 え る よ う に し た 。
　 よ っ て 、 ボ ー ル ６ ０ が 窪 み 部 ５ ０ ｇ に 落 ち る こ と に よ り 、 保 持 器 ７ ０ の 窓 部 ７ ０ ａ の 側  
壁 と 接 触 す る ボ ー ル ６ ０ の 直 径 を 小 さ く す る こ と が で き 、 窓 部 ７ ０ ａ の 周 方 向 の 幅 ａ を 広  
げ る こ と な く 、 壁 部 ７ ０ ｂ の 周 方 向 の 幅 ｂ を 狭 く す る こ と も な く 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 強  
度 を 確 保 し た ま ま 、 摺 動 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 内 輪 部 材 ５ ０ 側 の み の 加  
工 で 済 む の で 、 加 工 コ ス ト の 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ２ ） 窪 み 部 ５ ０ ｇ を 、 円 弧 上 に 形 成 す る よ う に し た 。
　 よ っ て 、 ボ ー ル ６ ０ が 窪 み 部 ５ ０ ｇ に 移 動 す る と き で も 、 ス ム ー ズ に 摺 動 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ３ ） ボ ー ル ６ ０ が 位 置 す る 外 輪 部 材 ４ ０ の 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ の 外 輪 溝 中 立 位 置 Ａ と 内 輪 部  
材 ５ ０ の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 内 輪 溝 中 立 位 置 Ｂ は 、 ブ ー ツ ５ に 作 用 す る 応 力 が 最 小 と な る 位  
置 で あ る よ う に し た 。
　 よ っ て 、 ブ ー ツ ５ の 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が で き 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 耐 久 性 を 向 上 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ４ ） 外 輪 部 材 ４ ０ 、 内 輪 部 材 ５ ０ ， ボ ー ル ６ ０ を 窓 部 ７ ０ ａ に 保 持 し た 保 持 器 ７ ０ を 組  
付 け た 状 態 の 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ に 、 次 工 程 の ス タ ブ シ ャ フ ト ３ を 組 付 け 固 定 す る 前 に 、 治  
具 １ ０ ０ の 係 合 部 １ ０ ０ ａ を 内 輪 部 材 ５ ０ の 治 具 係 合 凹 部 ５ ０ ｄ に 係 合 さ せ 、 治 具 １ ０ ０  
の 当 接 部 １ ０ ０ ｂ を 外 輪 部 材 ４ ０ に 当 接 さ せ る よ う に し 、 内 輪 部 材 ５ ０ と 外 輪 部 材 ４ ０ の  
相 対 移 動 を 抑 制 す る よ う に し た 。
　 よ っ て 、 外 輪 部 材 ４ ０ 、 内 輪 部 材 ５ ０ ， ボ ー ル ６ ０ を 窓 部 ７ ０ ａ に 保 持 し た 保 持 器 ７ ０  
を 組 付 け た 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 状 態 で 、 内 輪 部 材 ５ ０ の 貫 通 穴 ５ ０ ｂ に ス タ ブ シ ャ フ ト ３  
を 挿 入 す る 次 工 程 の 作 業 を 行 う こ と が で き る の で 、 次 工 程 で の 分 解 、 再 組 立 て が 不 要 と な  
り 、 プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト １ の 組 立 作 業 性 が 向 上 す る と と も に 、 再 組 立 て を 行 わ な い の で プ ロ  
ペ ラ シ ャ フ ト １ と し て の 信 頼 性 も 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 〔 実 施 形 態 ２ 〕
　 図 ７ は 、 実 施 形 態 ２ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 内 輪 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 形 態 1 で は 、 内 輪 部 材 ５ ０ の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ ２ の 底 部 ５ ０  
ｅ に 設 け た 窪 み 部 ５ ０ ｇ は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ と の 距 離 を 、 等 速 ジ ョ イ ン ト  
４ の 回 転 軸 線 Ｐ の 方 向 に お い て 、 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ に 近 づ く ほ ど 小 さ く し た 円 弧 状 に 形 成  
し て い た が 、 実 施 形 態 ２ で は 、 内 輪 部 材 ５ ０ の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ ２  
の 底 部 ５ ０ ｅ に 設 け た 窪 み 部 ５ ０ ｇ は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ と の 距 離 を 、 等 速  
ジ ョ イ ン ト ４ の 回 転 軸 線 Ｐ の 方 向 に お い て 、 ス タ ブ シ ャ フ ト ３ に 近 づ く ほ ど 小 さ く し た 直  
線 状 に 形 成 す る よ う に し て い る 。
　 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 じ 構 成 で あ る た め 、 同 じ 構 成 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、  
説 明 は 省 略 す る 。
　 よ っ て 、 実 施 形 態 ２ で は 、 実 施 形 態 １ の 作 用 効 果 （ ２ ） を 除 く 作 用 効 果 に 加 え 、 加 工 を  
容 易 に す る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 〔 実 施 形 態 ３ 〕
　 図 ８ は 、 実 施 形 態 ３ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 形 態 1 で は 、 円 弧 状 の 窪 み 部 ５ ０ ｇ を 内 輪 部 材 ５ ０ の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 第 ２ 内 輪 溝  
端 部 ５ ０ ａ ２ の 底 部 ５ ０ ｅ に の み 設 け て い た が 、 実 施 形 態 ３ で は 、 円 弧 状 の 窪 み 部 ５ ０ ｇ  
を 内 輪 部 材 ５ ０ の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 第 1 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ １ お よ び 第 ２ 内 輪 溝 端 部 ５ ０ ａ  
２ の 底 部 ５ ０ ｅ の 両 方 に 設 け る よ う に し て い る 。
　 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 じ 構 成 で あ る た め 、 同 じ 構 成 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、  
説 明 は 省 略 す る 。
　 よ っ て 、 実 施 形 態 ３ で は 、 実 施 形 態 １ の 作 用 効 果 に 加 え 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ４ の 摺 動 量 を  
最 大 限 に す る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 〔 実 施 形 態 ４ 〕
　 図 ９ は 、 実 施 形 態 ４ の 等 速 ジ ョ イ ン ト の 衝 突 時 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 施 形 態 1 で は 、 円 弧 状 の 窪 み 部 ５ ０ ｇ を 内 輪 部 材 ５ ０ の 内 輪 溝 部 ５ ０ ａ の 第 ２ 内 輪 溝  
端 部 ５ ０ ａ ２ の 底 部 ５ ０ ｅ に 設 け て い た が 、 実 施 形 態 ４ で は 、 窪 み 部 ４ ０ ｅ を 外 輪 部 材 ４  
０ の 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ の 第 １ 外 輪 溝 端 部 ４ ０ ａ １ の 底 部 ４ ０ ｄ に 設 け る よ う に し て い る 。
　 窪 み 部 ４ ０ ｅ は 、 外 輪 部 材 ４ ０ の 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ の 第 １ 外 輪 溝 端 部 ４ ０ ａ １ の 底 部 ４ ０  
ｄ は 、 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ の 他 の 底 部 ４ ０ ｄ よ り も 大 径 に 形 成 し た 凹 み 形 状 で あ る 。
　 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 じ 構 成 で あ る た め 、 同 じ 構 成 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、  
説 明 は 省 略 す る 。
　 よ っ て 、 実 施 形 態 ４ で は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 〔 他 の 実 施 形 態 〕
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は 実 施 形  
態 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 等 が あ っ て  
も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
　 例 え ば 、 実 施 形 態 ４ の 外 輪 部 材 ４ ０ の 外 輪 溝 部 ４ ０ ａ の 第 １ 外 輪 溝 端 部 ４ ０ ａ １ に 設 け  
た 窪 み 部 ４ ０ ｅ は 、 凹 み 形 状 で あ る が 、 実 施 形 態 １ の よ う に 円 弧 状 に 形 成 し て も よ い し 、  
実 施 形 態 ２ の よ う に 直 線 状 に 形 成 し て も よ い し 、 実 施 形 態 ３ の よ う に 外 輪 部 材 ４ ０ の 外 輪  
溝 部 ４ ０ ａ の 第 １ 外 輪 溝 端 部 ４ ０ ａ １ と 第 ２ 外 輪 溝 端 部 ４ ０ ａ ２ の 両 方 に 設 け て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１   プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 、 ２   第 1 推 進 軸 、 ３   ス タ ブ シ ャ フ ト （ 第 ２ 推 進 軸 ） 、 ４   等 速  
ジ ョ イ ン ト 、 ４ ０   外 輪 部 材 、 ４ ０ ａ   外 輪 溝 部 、 ４ ０ ａ １   第 1 外 輪 溝 端 部 、 ４ ０ ａ ２   
第 ２ 外 輪 溝 端 部 、 ４ ０ ｄ   底 部 、 ４ ０ ｅ   凹 み 形 状 の 窪 み 部 、 ５ ０   内 輪 部 材 、 ５ ０ ａ   
内 輪 溝 部 、 ５ ０ ａ １   第 1 内 輪 溝 端 部 、 ５ ０ ａ ２   第 ２ 内 輪 溝 端 部 、 ５ ０ ｃ   小 径 部 、 ５  
０ ｄ   治 具 係 合 凹 部 、 ５ ０ ｅ   底 部 、 ５ ０ ｇ   円 弧 状 の 窪 み 部 、 ５ ０ ｇ １   直 線 状 の 窪 み  
部 、 ６ ０   ボ ー ル （ ボ ー ル 部 材 ） 、 ７ ０   保 持 器 、 ７ ０ ａ   窓 部 、 Ｐ   プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト  
お よ び 等 速 ジ ョ イ ン ト の 回 転 軸 線
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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